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１ 本書の位置付け 

本書は、富田林市（以下「市」という。）が富田林市下水道管渠長寿命化ＰＦＩ事業（以下「本事

業」という。）を実施する事業者を選定するにあたって、入札内容を審査し、落札者を決定する際

の手順並びに審査要件等を示したもので、入札説明書と一体のものである。 

 

２ 審査の方法 

２．１ 入札方式 

本事業は、ＰＦＩ手法を導入することにより、技術力民間調達等の民間ノウハウを活かし、また民

間資金を活用することで、市の財政負担の軽減を図りながら、不明水対策を管更生（工事）と宅地

内誤接続解消（工事）の両面から実施することで、管更生工事を効果的に且つ迅速に実施し、将

来的な経営状況の悪化に備え、改築需要の増加、及び技術職員の減尐の対策を図るものであ

る。 

入札審査にあたっては、住民サービスや技術提案を主体とした定性評価に重点を置き、さらに

価格提案による定量評価をあわせた総合評価によって審査する、総合評価一般競争入札方式と

する。 

２．２ 選定委員会 

入札内容の審査は、富田林市下水道管渠長寿命化ＰＦＩ事業学識経験者等からなる選定審査

委員会（以下「審査委員会」という。）において最も優秀な提案を選定する。市は、審査委員会によ

る審査結果に基づいて、最優秀提案を行った者を落札者と決定する。 

なお、審査委員会の審査は非公開とするが、審査結果の公表後に審査講評並びに委員名を

公開する。 

 

３ 審査の手順 

審査の手順は以下のとおりとする。なお、提案内容を確認するため、必要な場合は、別途ヒアリ

ングを行うことがある。 

(1) 資格審査 

入札説明書に示す参加資格確認書類等により、入札者の参加資格要件を審査する。 

(2) 入札価格審査 

入札者が提案する義務事業費の合計価格（税抜）を入札価格として審査する。 

(3) 事業提案審査 

入札者が提出する提案書に記載された内容を審査する。なお、要求範囲外の提案が記載され

ていた場合、その部分は審査対象外とする。 

事業提案審査は、価格部分に関する定量的審査結果と、計画や企画部分に関する定性的審

査結果による総合評価とする。 

(4) 最優秀提案の選定 

総合得点が最も高い提案を最優秀提案として選定する。 

(5) 落札者の決定 

市は最優秀提案を行った入札者を落札者と決定し、その結果を速やかに公表する。 
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これらの審査手順を図 1「審査の手順」に示す。 

 

 

 

 

 

図 1 審査の手順 

 

 

４ 事業提案審査 

４．１ 基礎審査 

事業提案が表 1「事業提案の審査要件」の審査要件を満たしていない場合は失格とする。 

 

入札価格審査 

基礎審査 

（基本的事項の確認） 

定性的審査 

（採点審査） 

最優秀提案の選定 

落札者の決定 

予定価格を超過、最低制限価格未満は失格 

基本的事項を満たさない場合は失格 

 

 

総合審査 

（定量的・定性的事項） 

定量的審査 

（義務事業費価格） 

資格審査 欠格事項がある場合は失格 

基本的事項を満たさない場合は失格 

（第５章を除く） 
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表 1 事業提案の審査要件 

分類   評価項目 審査要件 

第１章 

市費用の低減化

に関する事項 

(1) 建設等コストの低減 

業務要求水準書に記載の 2.2.１

「義務事業に係るコストの考え

方」の表１の項目について価格

の記載があること 

(2) 
無償で対応できる修繕業務内容

及び費用の範囲 

サービス内容について具体的例

示があるか 

第２章 

義務事業に関す

る事項 

(1) 管更生工事 
入札説明書等に示した規格を全

て満たしているか 

(2) 人孔蓋取替工事 
入札説明書等に示した規格を全

て満たしているか 

(3) 

管更生工事と人孔蓋取替工事に

ついて広報活動の実施方法、住

民並びに関係機関等との工事打

合せからのフロー及びスケジュー

ル、実施体制 

広報活動、フロー、スケジュー

ル、責任の範囲が具体的に明記

されているか 

(4) 
管更生工事と人孔蓋取替工事の

標準仕様と標準工事手順 

工事標準仕様書とそのスケジュ

ール、責任の範囲及び実施体

制が具体的に明記されているか 

(5) 

ます及び取付管調査について広

報活動の実施方法、住民等との

打合せからのフロー及びスケジュ

ール、実施体制 

広報活動、フロー、スケジュー

ル、責任の範囲が具体的に明記

されているか 

(6) 

排水設備誤接続調査について広

報活動の実施方法、住民等との

打合せからのフロー及びスケジュ

ール、実施体制 

広報活動、フロー、スケジュー

ル、責任の範囲が具体的に明記

されているか 

第３章 

付帯事業に関す

る事項 

(1) 

排水設備誤接続解消工事を行っ

てもらう為の住民へ広報活動の実

施内容 

広報活動、フロー、スケジュー

ル、責任の範囲が具体的に明記

されているか 
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(2) 不明水対策の効果測定方法 
測定方法及び技術的な内容を

具体的に明記されているか 

第４章 

ＰＦＩ事業者（ＳＰ

Ｃ）の財務基盤、

事業信頼性、技

術力、地域貢献 

(1) 

資金計画、収支計画等の財務基

盤 資金計画の確実性、金融機

関との調整内容 

資金調達予定先と調達予定額、

調達予定条件及び出資比率が

具体的に明記されているか 

(2) 
加入する予定の損害保険とのそ

の内容 

第三者損害保険を初めとする加

入保険が具体的に明記されてい

るか 

(3) 
市内における公共事業の実績内容

（過去１０年間の実績） 

ＣＯＲＩＮＳの竣工登録等で確認

ができるか 

(4) 管工事業の経審の点数 
審査時点で有効な直近の経審

の提出があるか 

(5) 
構成員又は協力企業の何れかが

富田林市内本店業者 

富田林市内本店業者であること

が確認できるか 

第５章 

その他 
(1) 

上記以外の項目に関する提案事

項 
上記以外の提案があるか 

 

４．２ 定性的審査 

(1) 評価項目と配点 

事業提案の定性的事項について表 ２「定性的事項の審査の視点」の区分毎に審査の視点に

基づき審査し得点化を行なう。 
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表 2 定性的事項の審査の視点 

分類   評価項目 区分 評価配点 審査の視点 

第１章 

市費用の低

減化に関す

る事項 

 （10） 

(1) 建設等コストの低減    

(2) 

無償で対応できる修繕

業務内容及び費用の範

囲 

 １ １０点 

軽微なマンホールの修繕、軽微

な誤接続解消工事等事業効果を

促進する内容であるか。 

第２章 

義務事業に

関する事項 

（15） 

(1) 管更生工事   

(2) 人孔蓋取替工事   

(3) 

管更生工事と人孔蓋取

替工事について広報活

動の実施方法、住民並

びに関係機関等との工

事打合せからのフロー及

びスケジュール、実施体

制 

 ２ ５点 

本事業の主旨を理解したものに

なっているか。 

スケジュールが早期完工となって

いるか。実効性のある取組の記

載となっているか。 

(4) 

管更生工事と人孔蓋取

替工事の標準仕様と標

準工事手順 

   

(5) 

ます及び取付管調査に

ついて広報活動の実施

方法、住民等との打合せ

からのフロー及びスケジ

ュール、実施体制 

 ３ ５点 

本事業の効果を促進するものに

なっているか。スケジュールが早

期完工となっているか。実効性の

ある取組の記載となっているか 

等 

(6) 

排水設備誤接続調査に

ついて広報活動の実施

方法、住民等との打合せ

からのフロー及びスケジ

ュール、実施体制 

 ４ ５点 

本事業の効果を促進するものに

なっているか。スケジュールが早

期完工となっているか。実効性の

ある取組の記載となっているか 

等 
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第３章 

付帯事業に

関する事項 

（15） 

(1) 

排水設備誤接続解消工

事を行ってもらう為の住

民へ広報活動の実施内

容 

 ５ ５点 

住民が誤接続であると認識し、解

消するための工事を速やかに着

手してもらう効果的な広報活動で

あるか。実効性のある取組の記載

となっているか 等 

(２) 
不明水対策の効果測定

方法 
 ６ １０点 

事業前後における最下流部の流

量を比較する事に加えて、不明

水対策の効果を詳細に評価でき

る提案であるか。 

第４章 

ＰＦＩ事業者

（ＳＰＣ）の財

務基盤、事業

信頼性、技術

力、地域貢献 

（15） 

(1) 

資金計画、収支計画等

の財務基盤 

資金計画の確実性、金

融機関との調整内容 

 ７ ５点 

資金調達予定先と調達予定額、

調達予定条件（金利等）に妥当

性があるか。予定金融機関への

返済計画に妥当性があるか 

(2) 
加入する予定の損害保

険とのその内容 
 ８ １点 

第三者損害保険を初めとする加

入保険とその内容が適切である

か 

(3) 

市内における公共事業

の実績内容（過去１０年

間の実績） 

 ９ ２点 
左記について確認できるか 

（CORINS、契約書等） 

(4) 管工事業の経審の点数  １０ ２点 

管工事業の経審は何点か（構成

員において管更生工事の入札参

加登録をしている者）。 

(5) 

構成員又は協力企業

の何れかが富田林市

内本店業者 

１１ ５点 

市内業者が参加する意義が明確

となっているか。 

市内業者が活躍できる体制とな

っているか。 

第５章 

その他 

（5） 

(1) 
上記以外の項目に関す

る提案事項 
 １２ ５点 

評価項目にない内容で本事業の

実施に実効性のある取組の記載

があるか 

合計（満点） ６０点   
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定性的得点＝上記定性的事項の評価配点の合計×７０/６０ 

※得点は、尐数点以下第 2位を四捨五入し小数点第 1位まで求める。 

(2)得点化の方法 

事業提案は、定性的事項の評価項目ごとに、表 ３の「定性的事項における得点化の方法」に

示す Aから E の 1～10 段階のいずれかに評価し得点化を行う。 

評価項目ごとの得点は、各委員それぞれの事前評価を参考に、審査委員会における委員の合

議により決定する。 

 

表 3 定性的事項における得点化の方法 

評価 評価の意味 定性得点 

A1 
特に優れている 

良 

優 

１ 

2 
5 

10 

A2 9 

B1 
優れている 4 

8 

B2 

良 1 

7 

C1 
普通 3 

6 

C2 5 

D1 
やや劣っている 

可 可 0 0 

2 
4 

D2 3 

E1 
劣っている 1 

2 

E2 1 

F 評価しない 0 0 

 

４．３ 定量的審査 

事業提案の定量的事項である価格提案については、義務事業費合計価格の入札価格（税抜

き）を下記の数式により得点化を行う。 

 

定量的得点＝（１－（入札価格/予定価格））×２００ 

※得点は 30 点を上限とし、尐数点以下第 2位を四捨五入し小数点第 1位まで求める。 

 

４．４ 総合審査 

 

定性的得点と定量的得点の和において、最高得点となった提案を最優秀提案とする。なお、複

数の提案が同得点で最高得点となった場合、総合的な観点から比較審査し、審査委員会の協議

により優秀と判定する提案を最優秀提案として選定する。 

 

４．５ 落札者の決定 

市は、審査委員会が最優秀提案として選定した提案を行った入札参加者を落札者と決定す

る。 
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４．６ 入札参加者が１者の場合 

入札参加者が１者であった場合も資格審査、入札価格審査、事業提案審査を実施し、事業者

として適切と判定された場合において、当該提案を最優秀提案と選定する。 

 なお、資格審査、入札価格審査において失格となった場合及び事業提案審査において事業者

として適切ではないと判定された場合は、本件入札は成立しないものとする。 

 


